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表１ 令和 2 年度測定物質 






































日 程 照 会：令和2年5月8日～5月22日 
日程決定通知：令和2年5月28日 
測定実施期間：令和2年6月22日～8月18日 
結 果 通 知：令和2年8月6日，8月20日 
料金振替依頼：令和2年8月6日，8月20日 





理工学部 14 28 
生物資源産業学部 12 20 
総合科学部 1 1 




合計 31 59 
表３ 令和2年度前期物質別測定数 


































実 施 期 間：令和 2 年 9 月 15 日 




＜第 2 回目＞ 
実 施 期 間：令和 2 年 9 月 22 日 



















日 程 照 会：令和2年10月15日～10月30日 
日程決定通知：令和2年11月9日 
測定実施期間：令和2年11月17日～3年1月13日 









理工学部 15 29 
生物資源産業学部 10 17 
総合科学部 0 0 




合計 28 55 
 
 





 物質名 数 
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
法 
メタノール 8 
ジクロロメタン 10 
クロロホルム 7 
検
知
管
法 
クロロホルム 7 
スチレン 1 
ベンゼン 2 
弗化水素 5 
ホルムアルデヒド 7 
アセトン 5 
イソプロピルアルコール 1 
ジエチルエーテル 1 
ノルマルヘキサン 1 
合計 55 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図４ 実施風景2～サンプリング及び分析前
処理 
 
５．まとめ 
作業環境測定業務を本年度初めて実施し
た。今までにやったことのない新規業務の為，
本報告に記載したように考えられる限りの準
備をして臨んだが，試行錯誤の連続であった。
例えば，後期には，ガスクロマトグラフ分析
の精度を上げるために，ジクロロメタンとク
ロロホルムのガスクロマトグラフ分析のサン
プリング方法を変更することにし，条件の再
検討や新たな技術の習得が必要となった。新
たな技術の習得については，マニュアルを読
むだけでは詳細がわからず試行錯誤が必要で
あった。大変ではあったが，予想通り分析結
果はより精度の高いものになり，結果的にこ
の試みは成功であった。 
 最初は不安もあったが，メンバーで協力し
て，話し合いを重ねながら，無事に前期・後
期の作業環境測定業務を遂行することができ
た。全員が他業務を行いながらスケジュール
調整して実施しており，大変ではあったが，
現場において諸先生方からも激励の言葉も頂
いたりして，達成感もあった。 
 次年度以降は，少しずつ測定物質の種類を
増やしていく予定である。そのための新たな
器具の購入についても既に準備を進めてい
る。また，新たな技術の習得の為のスキルア
ップ研修を次年度も行うべく，現在計画中で
ある。加えて測定条件の検討も必要となって
くる。 
新たな技術の習得，有資格者の更なる養成
などまだまだ課題も多い。本年度実施した状
況を踏まえて，更なる業務の効率化や，衛生
管理者との連携についても検討していきた
い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
